
秋田県農業共済組合広報紙

今
年
の
お
米
の
出
来
は
い
か
が
で
す
か
？

―

水
稲
損
害
評
価
が
は
じ
ま
り
ま
す
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外
見
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
籾
の
確
認
を

　
水
稲
共
済
の
損
害
評
価
は
、
現
地
確
認
や
実
測

調
査
に
よ
り
減
収
量
を
把
握
す
る
た
め
、
収
穫
前

の
状
態
で
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
収
穫
前
に

圃
場
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
支
払
い
基
準
を
超
え

る
減
収
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
申
告
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
日
照
不
足
に
伴
う
登
熟
不
良
等
に
よ

り
、
外
見
上
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

ら
ず
、
申
告
を
行
わ
な
い
ま
ま
収
穫
し
て
し
ま
う

と
い
っ
た
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
産
で
は
、
被
害
の
発
生
が
分
か
り
づ

ら
い
と
い
う
特
異
な
災
害
が
広
い
範
囲
で
生
じ
た

こ
と
か
ら
、農
林
水
産
省
の
特
例
認
可
を
受
け
て
、

追
加
の
被
害
受
付
け
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
措
置
は
、
収
穫
後
の
損
害
評
価

と
な
り
、
市
町
村
別
統
計
単
収
等
に
基
づ
い
て
特

例
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
農
業
者
個
別
の
被

害
状
況
に
応
じ
た
補
償
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

（
生
産
量
の
全
量
を
Ｊ
Ａ
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
等
に
出
荷
、
ま
た
は
青
色
申
告
の
関
係
書
類
に

よ
り
収
穫
量
を
適
切
に
確
認
で
き
る
農
家
を
除

く
）。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
き
ち
ん
と
損
害
評
価
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ま
に
は
改
め
て
収
穫
前

の
適
切
な
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
稲
被
害
申
告
が
ス
タ
ー
ト

収
穫
前
に
籾
の
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
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加入方式・補償割合等は、ご自身の
「耕地等情報」でご確認ください

収穫後の補償は？
　収穫後、倉庫に保管中の米が浸水等により被
害を受けた場合は水稲共済では補償できませ
ん。保管中農産物の補償については次のページ
をご覧ください。

どんな時に被害申告が必要？
　被害申告が必要になるかどうかは、加入方式と補償
割合によって異なります。「耕地等情報」などでご自分
の加入方式・補償割合をご確認いただいた上で申告し
てください。
　被害申告の日程、会場等については、配布されるチ
ラシをご覧ください。

　田んぼ全体で「平年的な生産金額の９割（８割・７割）
未満になる」と見込まれる場合に申告してください。

品質方式９割（８割・７割）補償

　田んぼ一筆ごとに「平年収量の７割（６割・５割）
未満になる」と見込まれる場合に申告してください。

一筆方式７割（６割・５割）補償

　田んぼ全体で「平年収量の８割（７割・６割）未満
になる」と見込まれる場合に申告してください。
※平年収量以上となる田んぼは平年収量とみなします

半相殺方式８割（７割・６割）補償

　田んぼ全体で「平年収量の９割（８割・７割）未満
になる」と見込まれ場合に申告してください。
※平年収量以上となる田んぼの増収分も加味します

全相殺方式９割（８割・７割）補償

　減収があり、かつ地域全体（市町村統計データ）の
単収が平年収量の９割（８割・７割）未満になると見
込まれる場合に申告してください 。

地域インデックス方式９割（８割・７割）補償
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補償が更に充実します
保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
を
新
設

　
収
穫
後
・
輸
送
中
の
事
故
を
補
償

補
償
対
象
品
目
は
？

　
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
、
畑
作
物

共
済
に
加
入
し
て
い
る
品
目
で
、
加
入

者
が
選
択
し
た
農
産
物
で
す
。
具
体
的

に
は
、
水
稲
、
麦
、
り
ん
ご
、
な
し
、

ぶ
ど
う
、
お
う
と
う
、
大
豆
、
ホ
ッ
プ

が
対
象
で
す
。

補
償
の
範
囲
は
？

　
収
穫
後
、
倉
庫
等
に
保
管
中
の
事
故

に
加
え
、
集
荷
施
設
や
出
荷
先
に
輸
送

中
の
事
故
も
補
償
さ
れ
ま
す
（
運
送
業

者
に
よ
る
運
送
は
除
く
）
。

対
象
の
事
故
は
？

　
火
災
、
風
水
害
、
地
震
等
に
加
え
、

盗
難
も
補
償
さ
れ
ま
す
。

　

輸
送
中
の
事
故
は
、
荷
崩
れ
を
除

き
、
火
災
、
破
裂
・
爆
発
、
衝
突
、
墜

落
、
転
覆
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
水
稲
共
済
で
は
収
穫
後
の
事
故
が
補
償
対
象
外
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
よ
り
建
物
総
合
共
済
に
収
容

農
産
物
補
償
特
約
を
導
入
し
、
米
・
麦
・
大
豆
の
３
品

目
に
限
定
し
て
保
管
中
の
事
故
を
補
償
し
て
き
ま
し

た
。

　
近
年
の
相
次
ぐ
自
然
災
害
で
は
、
前
記
品
目
以
外
の

果
樹
（
り
ん
ご
等
）
で
も
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
果
樹
等
も
対
象
品
目
に
加
え
た
保
管
中
農
産
物

補
償
共
済
を
新
設
し
ま
す
。

平成29年7月の記録的大雨では、河川の
氾濫により倉庫等多くの建物が浸水被害
を受けました

補
償
期
間
は
？

　
一
時
的
に
保
管
す
る
農
産
物
向
け
の

Ａ
タ
イ
プ
（
連
続
し
た
１
２
０
日
）
と

通
年
保
管
向
け
の
Ｂ
タ
イ
プ
（
１
年

間
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
掛
金
等
は
１
品
目
１
口
あ
た
り

　
　
　
　
　
Ａ
タ
イ
プ
＝
２
５
０
０
円

　
　
　
　
　
Ｂ
タ
イ
プ
＝
６
５
０
０
円

補
償
額
は
？

　
１
品
目
１
口
あ
た
り
１
０
０
万
円
を

補
償
し
ま
す
（
加
入
口
数
×
１
０
０
万

円
を
上
限
に
実
損
害
額
を
支
払
い
）
。

た
だ
し
、
地
震
等
事
故
は
実
損
害
額
の

30
％
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

建
物
総
合
共
済
の
収
容
農
産

物
補
償
特
約
は
ど
う
な
る
？

　
新
規
の
募
集
は
行
わ
ず
、
継
続
加
入

者
に
限
定
し
て
そ
の
希
望
に
応
じ
て
実

施
し
ま
す
。
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令和２年９月拡充
＜パイプハウスの場合＞ ※特約を両方付加した場合

（
補
償
金
額
）

（経過年数）
耐用年数10年間0 10

40

80

（％）
100

特約①

標準コースの補償額

特約②

これまでは
＜パイプハウスの場合＞

（
補
償
金
額
）

（経過年数）
耐用年数10年間0 10

40

80

60

（％）
100

特約①

標準コースの補償額

補償なし

９月から
園
芸
施
設
共
済
の
補
償
拡
充

　
古
い
ハ
ウ
ス
も
10
割
補
償
に

小
さ
な
被
害
も
補
償
可
能

　
こ
れ
ま
で
は
損
害
額
が
３
万
円
（
又

は
共
済
価
額
の
５
％
）
を
超
え
る
場
合

に
補
償
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
特
約
を
付
加
す
る
こ
と
で
損
害
額

が
１
万
円
を
超
え
る
場
合
か
ら
補
償
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ビ
ニ
ー
ル
が
一
部
破

れ
る
な
ど
の
小
損
害
も
共
済
金
の
支
払

対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
補
償
の
上
限
は
、
新
築

時
の
資
産
価
値
の
８
割
で
し
た
が
、
今

回
の
制
度
改
正
に
よ
り
10
割
ま
で
補

償
可
能
に
な
り
ま
す
。
耐
用
年
数
を

過
ぎ
た
古
い
ハ
ウ
ス
で
も
、
特
約
を
付

加
す
る
こ
と
で
再
建
築
に
必
要
な
補
償

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
約
①
復
旧
費
用
特
約

　

�　
復
旧
を
条
件
に
、
新
築
時
の
資
産

価
値
の
最
大
８
割
ま
で
補
償
し
ま
す

（
下
図
オ
レ
ン
ジ
部
分
）。
た
だ
し
、

被
覆
材
は
補
償
の
対
象
外
で
す
。

　
※�

農
業
者
自
身
が
復
旧
作
業
を
行
っ
た

場
合
も
共
済
金
の
支
払
い
対
象
と
な

り
ま
す
。

特
約
②
付
保
割
合
追
加
特
約

　

�　
新
築
時
の
資
産
価
値
の
最
大
２
割

を
補
償
し
ま
す
（
下
図
黄
色
部
分
）。

台風発生前に余裕をもってご加入ください

特約をつけると掛金は？
４間×20間のハウスの場合
（10年経過、12カ月被覆）

【標準コース】
　…9,800円（40％補償）
【特約①のみ】
　…13,800円（80％補償）
【特約①＋②】
　…18,900円（100％補償）
【特約①＋②＋小損害不てん補
１万円コース】
　…18,950円（100％補償）

※上記の掛金は組合の平均値です
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
７
月
豪
雨
・
・
・

　
ど
の
制
度
が
一
番
頼
り
に
な
る
？

各種制度の補償範囲

　
収
入
保
険
は
、
全
て
の
農
産
物
を

対
象
に
、
自
然
災
害
や
価
格
低
下
だ

け
で
な
く
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で

は
避
け
ら
れ
な
い
様
々
な
リ
ス
ク
に

よ
る
収
入
減
少
を
補
償
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
影
響
に
よ
っ

て
、
学
校
給
食
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

に
な
り
、
計
画
ど
お
り
出
荷
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
販
売
収

入
が
減
少
し
た
場
合
も
補
償
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　
７
月
豪
雨
、房
総
半
島
台
風
な
ど
、

近
年
、
大
き
な
自
然
災
害
が
頻
発
す

る
中
、
農
業
経
営
の
リ
ス
ク
に
備
え

て
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

収
入
保
険
が

あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー

収入保険

ナラシ対策

野菜価格安定対策

農業共済

経営努力で避けられ
ない様々なリスクに
よる収入減少を補償

地域平均で価格が低下または
収量が減少したときに補償

出荷販売した野菜の価格
の下落を補償

自然災害による個人
の収量の減少を補償

コロナの影響で学校給食
やイベントが中止になっ
て、計画通りの出荷がで
きなくなった

コロナの影響で直売所
の客数が減って、売り
上げが下がった

米の価格が大きく
下がった

豪雨の影響で
収穫量が減少した

冷夏で需要が落ちて
出荷できない

暖冬で野菜の
価格が低下した
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　昨年は雨が少なく、水不足になったた
め、花の色乗りが悪かったり、葉が日焼
けしてしまう等、りんどうの品質が低下
し、収入が減少してしまいました。水稲
とりんどうの複合経営ですが、りんどう
の収入が農業収入の3/4ほどを占めるた
め、被害は大きな打撃となってしまいま
す。収支を概算してみると、肥料代や農
薬代など必要経費の支払いに支障が出る
と分かり、つなぎ融資の相談をしまし
た。11月中旬に相談、申請し、11月下
旬には振り込まれたので、とても対応が
早く助かりました。

つなぎ融資が支えに

無利子のつなぎ融資
補てん金見込みの８割まで

す
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
約
２
８
０
万

円
を
限
度
に
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
融
資
を
受
け
た
金
額
は
、
補
て
ん
金
と

相
殺
し
て
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

最
高
補
償
割
合
で
加
入
し
た
場
合
、
補

て
ん
金
の
受
取
見
込
み
額
は
３
６
０
万

円
と
な
り
、
そ
の
８
割
（
約
２
８
０
万

円
）
が
つ
な
ぎ
融
資
金
額
の
限
度
額
に

な
り
ま
す
。

今
す
ぐ
資
金
が
必
要
。

収
入
保
険
の
対
応
は
？

　
収
入
保
険
の
補
て
ん
金
の
支
払
い
は
、

保
険
期
間
の
終
了
後
に
な
り
ま
す
が
、
保

険
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
自
然
災
害
や
価

格
低
下
等
に
よ
り
、
補
て
ん
金
の
受
け
取

り
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全

国
連
か
ら
無
利
子
の
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
基
準
収
入
が
１
０
０
０
万
円

の
加
入
者
の
場
合
、
保
険
期
間
中
に
農
産

物
の
販
売
収
入
が
５
０
０
万
円
ま
で
減
少

収入保険加入者からは他にもこんな声が

損害評価を待たずに
自分のペースで刈り
取りを進められるの
がいいね

品目ごとの加入や被
害申告をする必要が
ないから手続きがラ
クでいいね

保管中の事故も追加
保険料なしで補償し
てくれるのがいいね

評価の時に立札を
設置する必要がな
くて助かるわ

村上　幸喜 さん（50）
（由利本荘市鳥海）

水稲 5㌶、りんどう 70㌃
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昨
年
は
６
月
に
降
雨
量
が
極
端

に
少
な
か
っ
た
た
め
、
干
害
に
よ

り
エ
ダ
マ
メ
が
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
が
新
設
さ
れ
る
前
は

野
菜
の
価
格
安
定
制
度
に
加
入
し

て
い
ま
し
た
が
、
過
去
に
エ
ダ
マ

メ
の
価
格
が
暴
落
し
た
際
に
は

思
っ
た
よ
う
な
補
償
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
収
入
保
険
の
補
て
ん
金
を

受
け
と
り
ま
し
た
が
、
補
て
ん
金

の
額
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

　
私
ど
も
の
場
合
、
年
々
面
積
を

拡
大
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
収
入
も
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
収
入
保
険
の
場
合
、
単
純

に
過
去
の
平
均
で
は
な
く
、
収
入

の
上
昇
傾
向
も
考
慮
し
て
補
て
ん

金
額
を
設
定
で
き
る
の
が
い
い
で

す
ね
。

　
今
年
は
営
農
面
積
を
10
㌶
拡
大

し
た
の
で
す
が
、
補
て
ん
金
が
な

け
れ
ば
規
模
拡
大
に
合
わ
せ
た
ト

ラ
ク
タ
ー
の
購
入
も
ま
ま
な
ら
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

や
九
州
豪
雨
な
ど
が
あ
り
、
農
業

を
や
る
上
で
の
不
安
が
尽
き
ま
せ

ん
。
そ
う
い
っ
た
中
で
収
入
保
険

は
農
家
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
保

険
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

株式会社ファーム畠山
代表取締役　畠山　博実 さん

（大館市）
水稲 32㌶、大豆 16㌶　
エダマメ 11㌶、ウド 1㌶

　
　
収
入
保
険
の
保
険
料
、
も
っ
と
安
く
な
ら
な
い
？

Q保
険
料
が
最
大
４
割
安
く

　
「
農
業
収
入
が
平
年
の
７
割
を

下
回
っ
た
こ
と
は
な
い
の
で
、
７

割
未
満
の
補
償
は
不
要
」
と
い
う

方
に
は
、
安
い
タ
イ
プ
を
お
勧
め

し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
保
険
料
が

最
大
４
割
安
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
６
割
未
満
の
補
償

が
不
要
な
方
は
２
割
安
く
、
５
割

未
満
の
補
償
が
不
要
な
方
は
１
割

安
く
な
り
ま
す
。

事
故
が
な
け
れ
ば
割
安
に

　
自
動
車
保
険
と
同
様
に
、
保
険

金
の
受
取
実
績
に
応
じ
て
、
翌
年

の
保
険
料
率
が
変
動
し
ま
す
。
受

取
が
な
け
れ
ば
、
保
険
料
が
最
大

５
割
安
く
な
り
ま
す
。

分
割
納
入
も
で
き
ま
す

　
保
険
期
間
開
始
前
ま
で
に
１
回

目
の
納
付
を
行
い
、
そ
の
後
、
保

険
期
間
開
始
後
８
カ
月
後
ま
で
の

間
で
、
分
割
支
払
が
可
能
で
す
。

（
分
割
支
払
は
最
大
９
回
ま
で
選

択
で
き
ま
す
。
）

基準収入が1,000万円の場合
保険料

（掛け捨て）
積立金

（掛け捨てでない）

基本 7.8万円 22.5万円

5割未満補償なし 7.0万円 22.5万円

6割未満補償なし 6.2万円 22.5万円

7割未満補償なし 4.4万円 22.5万円
7割未満補償なし
＋10年事故なし 2.2万円 22.5万円

お
し
え
て
！

入
っ
て

 
よ
か
っ
た
！

険

入
保

収

補
て
ん
金
の
額
に
満
足
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カ
月
以
上
の
期
間
に
お
い
て
、
事
業

等
の
収
入
金
額
が
前
年
と
比
較
し
て

お
お
む
ね
20
％
以
上
減
少
し
て
お

り
、
一
時
に
納
税
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
場
合
、
猶
予
を
受
け
た
い
国

税
の
納
期
限
（
注
）
ま
で
に
所
轄
の

税
務
署
に
申
請
す
れ
ば
、
納
期
限
か

ら
１
年
間
、
納
税
の
猶
予
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

　
な
お
、
猶
予
期
間
中
の
延
滞
税
は

全
額
免
除
さ
れ
、
担
保
の
提
供
は
不

要
で
す
。

　
ま
た
、
特
例
猶
予
が
適
用
さ
れ
な

い
場
合
で
も
、
従
来
か
ら
の
猶
予
制

度
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
従
来
か
ら
の
制
度
で
も
原
則
と

し
て
１
年
間
納
税
が
猶
予
さ
れ
、
延

滞
税
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.nta.go.jp

）

　
国
税
を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
に

よ
り
事
業
の
継
続
や
生
活
が
困
難
と

な
る
と
き
、
災
害
で
財
産
を
損
失
し

た
場
合
な
ど
の
特
定
の
事
情
が
あ
る

と
き
は
、
税
務
署
に
申
請
す
る
こ
と

で
、
最
大
１
年
間
、
納
税
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
か
ら
「
換
価
の
猶
予
」
と

「
納
税
の
猶
予
」
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減

少
し
て
い
る
方
に
向
け
て
「
納
税
の

猶
予
の
特
例
（
以
下
、
「
特
例
猶

予
」
と
い
う
。）」
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
特
例
猶
予
は
、
令
和
２
年
２
月
１

日
か
ら
令
和
３
年
２
月
１
日
に
納
期

限
が
到
来
す
る
国
税
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
令
和
２
年
２
月
以
降
の
任
意
の
１

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
仙
台
国
税
局

猶
予
相
談
セ
ン
タ
ー
（
電
話
番
号

０
１
２
０

－

９
４
５

－

４
３
０
、
受

付
時
間
は
土
日
祝
日
を
除
く
８
時
30

分
か
ら
17
時
ま
で
）
に
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
注
）
申
請
が
納
期
限
ま
で
に
で
き

な
い
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
納
期
限
後

で
も
申
請
で
き
ま
す
の
で
、
所
轄
の

税
務
署
に
ご
事
情
を
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

（
秋
田
南
税
務
署
）

　
台
風
か
ら
変
わ
っ
た
温
帯
低
気
圧
に

太
平
洋
か
ら
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流

れ
込
ん
だ
影
響
で
大
気
の
状
態
が
不
安

定
と
な
り
、
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、

関
東
北
部
か
ら
東
北
南
部
を
中
心
に
豪

雨
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
被
害

が
大
き
か
っ
た
茨
城
県
の
農
業
関
係
被

害
総
額
は
約
１
２
０
億
円
に
及
び
ま
し

た
。

　

水
稲
の
収
穫
期
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
農
作
業
場
に
保
管
し
て
い
た
米
が

河
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
流
出
す
る
被
害

も
発
生
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨

出典／財団法人消防科学総合センター
災害写真データベース

知知
っ
ト
ク

のの
話話
①
国
税
の

　
　
猶
予
制
度
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鹿
角
市
（
８
人
）

橋
場　
義
則

金
萬　
信
雄

児
玉　
信
雄

中
村　
和
広

小
笠
原　
茂

田
口　
誠
三

（
農
）
大
里
フ
ァ
ー
ム

　
　
代
表
理
事　
安
保
春
喜

金
澤　
文
好

　
小
坂
町
（
１
人
）

小
舘　
正
光

　
大
館
市
（
11
人
）

（
株
）
フ
ァ
ー
ム
畠
山

　
代
表　
畠
山
博
実�

（
大
館
）

（
農
）
大
茂
内

　
代
表
理
事　
渡
辺
修
作

�

（
大
館
）

安
部　
晴
仁�

（
大
館
）

平
泉　
隆
義�

（
大
館
）

小
畑　
満
義�

（
大
館
）

畠
山　
謙
一�

（
大
館
）

佐
々
木　
二
蔵�

（
大
館
）

渡
部　
鉄
雄�

（
比
内
）

渡
辺　
修
一�

（
比
内
）

石
山　
元
一�

（
田
代
）

髙
坂　
国
雄�
（
田
代
）

　
北
秋
田
市
（
７
人
）

亀
山　
　
誠�

（
鷹
巣
）

中
嶋　
力
藏�

（
鷹
巣
）

石
川　
隆
雄�

（
鷹
巣
）

畠
山　
金
雄�

（
鷹
巣
）

高
橋　
正
司�

（
合
川
）

九
嶋　
善
一�

（
森
吉
）

松
橋　
悦
治�

（
阿
仁
）

　
上
小
阿
仁
村
（
１
人
）

柴
田　
寛
三
郎

　
能
代
市
（
７
人
）

柴
田　
　
賢�

（
能
代
）

平
川　
義
市�

（
能
代
）

大
高　
吉
秋�

（
能
代
）

鎌
田　
文
尋�

（
能
代
）

飯
坂　
清
明�

（
能
代
）

安
井　
唯
男�

（
二
ツ
井
）

安
井　
廣
光�

（
二
ツ
井
）

　
藤
里
町
（
１
人
）

成
田　
初

　
三
種
町
（
６
人
）

市
野
地
区
営
農
組
合

　
組
合
長　
板
垣　
鉄
雄

�

（
琴
丘
）

斎
藤　
孝
光�

（
琴
丘
）

近
藤　
則
義�

（
山
本
）

池
内　
金
義�

（
山
本
）

清
水　
一
巳�

（
八
竜
）

日
諸　
重
美�

（
八
竜
）

　
八
峰
町
（
２
人
）

佐
藤　
信
彦�

（
峰
浜
）

（
株
）
真
瀬
フ
ァ
ー
ム

　
代
表
取
締
役　
工
藤
雅
樹

�

（
八
森
）

　
男
鹿
市
（
６
人
）

伊
藤　
淑
栄�

（
男
鹿
）

平
賀　
一
男�

（
男
鹿
）

吉
田　
陽
一�

（
男
鹿
）

鈴
木　
慶
美�

（
男
鹿
）

佐
藤　
　
保�

（
若
美
）

西
方　
　
豊�

（
若
美
）

　
潟
上
市
（
５
人
）

安
田　
秋
広�

（
天
王
）

伊
藤　
時
雄�
（
天
王
）

瀬
川　
秋
雄�
（
飯
田
川
）

川
上　
　
孝�
（
昭
和
）

菅
原　
良
一�

（
昭
和
）

　
五
城
目
町
（
３
人
）

佐
々
木　
雄
幸

畑
沢　
　
一

佐
藤　
政
孝

　
八
郎
潟
町
（
２
人
）

村
井　
　
昇

工
藤　
清
一

　
井
川
町
（
２
人
）

伊
藤　
俊
郎

藤
田　
次
男

　
秋
田
市
（
17
人
）

小
野　
喜
代
志�

（
秋
田
）

鎌
田　
　
均�

（
秋
田
）

古
木　
仁
悦�

（
秋
田
）

保
坂　
　
進�

（
秋
田
）

佐
藤　
祐
治�

（
秋
田
）

佐
々
木　
貞
助�

（
秋
田
）

持
主　
正
己�

（
秋
田
）

石
川　
彦
孝�

（
秋
田
）

相
場　
久
一�

（
秋
田
）

加
賀
谷　
清�

（
秋
田
）

深
井　
博
文�

（
秋
田
）

鈴
木　
誠
徳�

（
河
辺
）

佐
々
木　
和
昭�

（
河
辺
）

松
田　
芳
隆�

（
河
辺
）

農
事
組
合
法
人
平
沢
フ
ァ
ー
ム

　
代
表
理
事

　
　
齊
藤
又
右
衛
門�

（
雄
和
）

伊
藤　
敏
一�

（
雄
和
）

工
藤　
勇
一�

（
雄
和
）

　
由
利
本
荘
市
（
62
人
）

小
松　
　
昇�

（
本
荘
）

斎
藤　
良
夫�

（
本
荘
）

三
浦　
勇
一�

（
本
荘
）

金
子　
兼
男�

（
本
荘
）

鈴
木　
　
昇�

（
本
荘
）

岡
本　
文
良�

（
本
荘
）

鎌
田　
三
代
治�

（
本
荘
）

猪
股　
勇
一�

（
本
荘
）

猪
股　
鉄
雄�

（
本
荘
）

猪
股　
忠
三�

（
本
荘
）

小
川　
　
潔�

（
本
荘
）

伊
藤　
孝
弘�

（
本
荘
）

遠
藤　
満
博�

（
本
荘
）

大
瀧　
浪
雄�

（
本
荘
）

佐
藤　
忠
男�

（
矢
島
）

三
浦　
正
美�

（
矢
島
）

三
浦　
弘
章�

（
矢
島
）

茂
木　
　
成�

（
矢
島
）

相
庭　
安
一�

（
矢
島
）

佐
藤　
系
悦�

（
矢
島
）

佐
々
木　
克
巳�

（
岩
城
）

高
橋　
辰
美�

（
岩
城
）

堀
井　
　
正�

（
岩
城
）

三
浦　
　
誠�

（
西
目
）

斎
藤　
　
衛�

（
西
目
）

清
橋　
一
夫�

（
西
目
）

熊
谷　
　
薫�

（
由
利
）

巴　
　
　
寛�

（
由
利
）

加
藤　
達
也�

（
由
利
）

須
田　
三
治�

（
由
利
）

斉
藤　
幸
悦�

（
由
利
）

阿
部　
一
也�

（
由
利
）

伊
藤　
孝
和�

（
由
利
）

佐
藤　
　
勉�

（
由
利
）

土
田　
久
和�

（
由
利
）

佐
藤　
幸
輝�

（
東
由
利
）

小
野　
治
一
郎�

（
東
由
利
）

佐
々
木　
一
徳�

（
東
由
利
）

鈴
木　
政
雄�

（
東
由
利
）

佐
々
木　
雅
廣�

（
東
由
利
）

鈴
木　
　
享�

（
東
由
利
）

佐
藤　
　
誠�

（
鳥
海
）

千
島　
義
和�

（
鳥
海
）

佐
藤　
　
満�

（
鳥
海
）

黒
木　
良
孝�

（
鳥
海
）

村
上　
正
俊�

（
鳥
海
）

佐
藤　
秀
孝�

（
鳥
海
）

佐
藤　
徳
栄�

（
鳥
海
）

　６月22日の総代選挙では、全ての選挙区で候補者が定数と同数に
なり、298人が無投票当選となりました。任期は７月１日から来年
３月31日まで。なお、第２期の定数は207人となります。

第１期
新総代298人が決定

（
敬
称
略
）
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佐
藤　
保
弘�

（
鳥
海
）

石
田　
晶
和�

（
鳥
海
）

大
友　
正
一�

（
鳥
海
）

鈴
木　
久
雄�

（
大
内
）

小
笠
原　
公
毅�

（
大
内
）

正
木　
修
一�
（
大
内
）

斎
藤　
鎮
信�
（
大
内
）

長
谷
部　
秀
一�
（
大
内
）

鈴
木　
　
哲�

（
大
内
）

遠
藤　
邦
夫�

（
大
内
）

佐
々
木　
伸
朗�

（
大
内
）

佐
々
木　
由
美�

（
大
内
）

佐
々
木　
徹�

（
大
内
）

阿
部　
宏
一�

（
大
内
）

　
に
か
ほ
市
（
14
人
）

須
藤　
重
信�

（
仁
賀
保
）

佐
藤　
　
佐�

（
仁
賀
保
）

大
須
賀　
雄
治
郎�

（
仁
賀
保
）

佐
藤　
憲
市�

（
仁
賀
保
）

阿
部　
静
夫�

（
仁
賀
保
）

山
内　
隆
夫�

（
仁
賀
保
）

佐
藤　
　
聡�

（
金
浦
）

伊
藤　
　
忠�

（
金
浦
）

佐
々
木　
健�

（
象
潟
）

農
事
組
合
法
人
く
り
や
ま
の
里

　
代
表　
伊
藤
一
之�

（
象
潟
）

伊
藤　
修
一�

（
象
潟
）

株
式
会
社　
ほ
っ
と
奈
曽

　
代
表
取
締
役　
福
川
耕
一

�

（
象
潟
）

佐
藤　
光
安�

（
象
潟
）

斎
藤　
喜
信�

（
象
潟
）

　
大
仙
市
（
56
人
）

渡
部　
春
男�

（
大
曲
）

藤
谷　
喜
明�

（
大
曲
）

高
橋　
正
作�

（
大
曲
）

三
浦　
　
功�

（
大
曲
）

佐
々
木　
豊�

（
大
曲
）

佐
藤　
敏
光�

（
大
曲
）

小
松　
政
芳�

（
大
曲
）

嶋
貫　
長
行�

（
大
曲
）

東
海
林　
繁�

（
大
曲
）

伊
藤　
　
悟�

（
大
曲
）

西
村　
清
十
郎�

（
大
曲
）

三
浦　
　
功�

（
大
曲
）

河
越　
　
昇�

（
大
曲
）

伊
藤　
金
市�

（
大
曲
）

明
野　
一
雄�

（
大
曲
）

佐
藤　
良
美�

（
神
岡
）

高
橋　
　
悟�

（
神
岡
）

黒
川　
雄
一�

（
神
岡
）

鈴
木　
健
一�

（
神
岡
）

藤
原　
茂�

（
西
仙
北
）

小
笠
原　
祐
吉�

（
西
仙
北
）

佐
原　
吉
春�
（
西
仙
北
）

斉
藤　
幸
雄�
（
西
仙
北
）

田
村　
義
嗣�
（
西
仙
北
）

石
井　
隆
男�

（
西
仙
北
）

佐
藤　
秀
世�

（
西
仙
北
）

佐
藤　
忠
雄�

（
西
仙
北
）

佐
藤　
幸
喜�

（
中
仙
）

高
橋　
小
四
郎�

（
中
仙
）

澁
川　
昇
榮�

（
中
仙
）

鈴
木　
次
男�

（
中
仙
）

佐
々
木　
雅�

（
中
仙
）

鈴
木　
耕
悦�

（
中
仙
）

熊
谷　
一
夫�

（
中
仙
）

千
葉　
卓
雄�

（
中
仙
）

進
藤　
徳
明�

（
協
和
）

佐
川　
冨
雄�

（
協
和
）

（
有
）
弥
栄

　
代
）
加
藤
弘
栄�

（
協
和
）

田
口　
　
斉�

（
協
和
）

今
野　
恵
淳�

（
協
和
）

佐
々
木　
助
十
郎�

（
南
外
）

今
野　
康
夫�

（
南
外
）

高
見　
正
志�

（
南
外
）

大
西　
四
十
二�

（
仙
北
）

越
後
谷　
哲
也�

（
仙
北
）

佐
藤　
隆
盛�

（
仙
北
）

髙
橋　
鶴
松�

（
仙
北
）

茂
木　
忠
夫�

（
仙
北
）

齊
藤　
真
津
雄�

（
仙
北
）

飯
村　
武
郎�

（
太
田
）

小
松　
　
満�

（
太
田
）

服
部　
義
一�

（
太
田
）

高
橋　
宗
幸�

（
太
田
）

倉
田　
藤
兵
衛�

（
太
田
）

煤
賀　
隆
芳�

（
太
田
）

佐
々
木　
信
尾�

（
太
田
）

　
仙
北
市
（
13
人
）

中
村　
清
悦�

（
角
館
）

菅
原　
　
浩�

（
角
館
）

佐
々
木　
常
安�

（
角
館
）

藤
枝　
　
誠�

（
角
館
）

堀
川　
清
澄�

（
田
沢
湖
）

田
村　
久
雄�

（
田
沢
湖
）

髙
橋　
　
健�

（
田
沢
湖
）

佐
々
木　
定
吉�

（
田
沢
湖
）

佐
藤　
昭
吾�

（
田
沢
湖
）

佐
藤　
隆
一�

（
田
沢
湖
）

阿
部　
重
廣�

（
西
木
）

千
葉　
利
数�

（
西
木
）

佐
藤　
重
光�

（
西
木
）

　
美
郷
町
（
19
人
）

大
見　
正
雄�

（
千
畑
）

佐
々
木　
光
夫�

（
千
畑
）

本
庄　
國
男�

（
千
畑
）

中
村　
貞
悦�

（
千
畑
）

齊
藤　
　
誠�

（
千
畑
）

橘　
　
隆
一�

（
千
畑
）

髙
橋　
幹
夫�

（
千
畑
）

進
藤　
通
生�

（
千
畑
）

三
輪　
喜
五
郎�

（
六
郷
）

前
田　
豊
実�

（
六
郷
）

齊
藤　
元
昭�

（
六
郷
）

飛
澤　
名
臣�

（
六
郷
）

川
村　
継
美�

（
仙
南
）

佐
藤　
　
博�

（
仙
南
）

川
越　
忠
一�

（
仙
南
）

髙
橋　
弘
悦�

（
仙
南
）

佐
藤　
博
文�

（
仙
南
）

伊
藤　
誠
徳�

（
仙
南
）

傳
野　
　
猛�

（
仙
南
）

　
横
手
市
（
32
人
）

遠
山　
一
栄�

（
横
手
）

柴
田　
　
孝�

（
横
手
）

伊
藤　
一
男�

（
横
手
）

髙
橋　
　
聡�

（
横
手
）

伊
藤　
武
信�

（
横
手
）

小
田
島　
和
美�

（
横
手
）

佐
藤　
孝
二
郎�

（
増
田
）

小
原　
正
樹�

（
増
田
）

佐
藤　
八
左
エ
門�

（
増
田
）

菅
原　
忠
正�

（
平
鹿
）

農
事
組
合
法
人　
は
や
し
ざ
き

　
代
表
理
事　
後
藤
一
夫

�

（
平
鹿
）

東
海
林　
忠
一�

（
平
鹿
）

佐
藤　
義
利�

（
平
鹿
）

阿
部　
　
茂�

（
平
鹿
）

伊
藤　
勇
一�

（
平
鹿
）

佐
々
木　
悟�

（
雄
物
川
）

渡
辺　
良
一�

（
雄
物
川
）

佐
々
木　
正
男�

（
雄
物
川
）

小
西　
　
均�

（
雄
物
川
）

大
久
保　
清
助�

（
雄
物
川
）

小
野　
松
治�

（
大
森
）

佐
藤　
政
一�

（
大
森
）

瀧
澤　
京
一�

（
大
森
）

福
田　
鉄
生�

（
十
文
字
）

古
関　
　
修�

（
十
文
字
）

梅
津　
克
義�

（
十
文
字
）

小
西　
與
一�

（
十
文
字
）

照
井　
則
雄�

（
山
内
）

中
野　
秀
晴�

（
山
内
）

佐
々
木　
重
美�

（
大
雄
）

佐
々
木　
吉
一�

（
大
雄
）

高
橋　
定
義�

（
大
雄
）

　
湯
沢
市
（
15
人
）

佐
々
木　
栄
太
郎�

（
湯
沢
）

伊
藤　
秀
郎�

（
湯
沢
）

高
久　
義
和�

（
湯
沢
）

小
形　
文
夫�

（
湯
沢
）

奥
山　
優
一�

（
湯
沢
）

髙
橋　
喜
信�

（
湯
沢
）

阿
部　
　
正�

（
稲
川
）

佐
藤　
俊
雄�

（
稲
川
）

髙
橋　
忠
雄�

（
稲
川
）

沓
澤　
　
弥�

（
稲
川
）

（
株
）
雄
勝
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

　
代
表
取
締
役　
今　
一

�

（
雄
勝
）

由
利　
幸
悦�

（
雄
勝
）

野
崎　
宗
男�

（
雄
勝
）

高
橋　
郁
夫�

（
皆
瀬
）

髙
橋　
新
一�

（
皆
瀬
）

　
羽
後
町
（
７
人
）

真
田　
稔

阿
部　
敏
雄

武
田　
信
宏

大
森　
政
範

小
野　
浩
二

小
坂　
龍
一

武
田　
文
夫

　
東
成
瀬
村
（
１
人
）

佐
々
木　
義
夫
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適正な損害評価と損害の認定を行います

　令和２年６月18日、損害評価会全体会議が開催
され、損害評価体制が決まりました。
　会長は秋田県農業試験場の金和裕場長、各部会
長及び職務代行は次の方々に決定しました。

　　損害評価会長　金　　和裕
　　　　　　　　  （秋田県農業試験場長）

新組合の損害評価体制が決定

部会は、学識経験者のほか、各支所小部会の代表者１名により構成されます（家畜、園芸施設、任意を除く）

農作物共済部会
部 会 長 金　　和裕 秋田県農業試験場長
職務代行者 奥山　政通 秋田県農林水産部水田総合利用課主幹兼班長
委 員 松橋　正仁 秋田県病害虫防除所長
委 員 杉渕　忠彦 秋田県農業協同組合中央会営農農政部長
委 員 菅原　久隆 北鹿支所
委 員 磯谷　文雄 北秋田山本支所（北秋田）
委 員 斎藤　孝光 北秋田山本支所（山本）
委 員 古戸　俊行 中央支所
委 員 石井　綾夫 由利支所
委 員 三浦　輝夫 仙北支所
委 員 石川　清五郎 横手市支所
委 員 佐々木　久一 雄勝支所
委 員 近藤　正輝 秋田県農業共済組合参事

家 畜 共 済 部 会
部 会 長 小坂　純治 秋田県畜産試験場長
職務代行者 小沼　成尚 秋田県農林水産部畜産振興課主幹兼班長
委 員 柿﨑　正博 秋田県獣医師会常務理事
委 員 戸嶋　光彦 秋田県農業公社畜産部長
委 員 近藤　正輝 秋田県農業共済組合参事

組織構成

農 作 物 共 済
部 会

家 畜 共 済
部 会

果 樹 共 済
部 会

畑 作 物 共 済
部 会

園芸施設共済
部 会

任 意 共 済
部 会

損害評価会
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果 樹 共 済 部 会
部 会 長 佐藤　雄幸 秋田県果樹試験場長
職務代行者 鈴木　敏美 秋田県果樹協会長理事
委 員 船山　瑞樹 秋田県農林水産部園芸振興課主幹兼班長
委 員 吉田　　良 全国農業協同組合連合会秋田県本部園芸畜産部次長
委 員 田村　裕一 北鹿支所
委 員 澤藤　家次男 北秋田山本支所（北秋田）
委 員 笠原　昭男 北秋田山本支所（山本）
委 員 太田　次男 中央支所
委 員 斎藤　　亨 由利支所
委 員 田口　　博 仙北支所
委 員 沼澤　　寿 横手市支所
委 員 斎藤　芳美 雄勝支所
委 員 近藤　正輝 秋田県農業共済組合参事

畑作物共済部会
部 会 長 川本　朋彦 秋田県農業試験場作物部長
職務代行者 奥山　政通 秋田県農林水産部水田総合利用課主幹兼班長
委 員 照井　克彦 秋田県農林水産部園芸振興課主幹兼班長
委 員 高橋　利和 全国農業協同組合連合会秋田県本部園芸畜産部園芸課長
委 員 佐々木　二蔵 北鹿支所
委 員 碇谷　喜寛 北秋田山本支所（北秋田）
委 員 船木　　稔 北秋田山本支所（山本）
委 員 三嶋　広充 中央支所
委 員 佐藤　利明 由利支所
委 員 佐々木　良悦 仙北支所
委 員 藤山　善次 横手市支所
委 員 高橋　峰夫 雄勝支所
委 員 近藤　正輝 秋田県農業共済組合参事

園芸施設共済部会
部 会 長 武田　　悟 秋田県農業試験場野菜・花き部長
職務代行者 照井　克彦 秋田県農林水産部園芸振興課主幹兼班長
委 員 高橋　利和 全国農業協同組合連合会秋田県本部園芸畜産部園芸課長
委 員 近藤　正輝 秋田県農業共済組合参事

任 意 共 済 部 会
部 会 長 中野　賢俊 秋田県建設部建築住宅課長
職務代行者 桑原　美紀彦 秋田県総務部総合防災課主幹兼班長
委 員 奥山　政通 秋田県農林水産部水田総合利用課主幹兼班長
委 員 近藤　晴美 秋田県農業機械商業協同組合事務局長
委 員 近藤　正輝 秋田県農業共済組合参事
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食べてくれた人の
　　　　　「おいしい」が励みに

横手市十文字町  新処なす保存会

　
横
手
市
十
文
字
町
の
新
処
地
区
で
古

く
か
ら
栽
培
さ
れ
、
秋
田
の
伝
統
野

菜
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
新
処
な

す
」
。
現
在
、
同
地
区
の
４
人
で
構
成

す
る
「
新
処
な
す
保
存
会
（
黒
澤
弘
子

会
長
）
」
が
中
心
と
な
っ
て
栽
培
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

巾
着
の
形
に
似
て
い
る
こ
の
ナ
ス

は
、
皮
が
薄
く
、
身
が
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
特
徴
。
秋
田
県
立
大
学
が
実
施

し
た
モ
ニ
タ
ー
試
験
に
よ
る
と
、
一
般

的
な
丸
ナ
ス
に
比
べ
て
、
渋
み
や
え
ぐ

み
が
少
な
く
、
う
ま
み
が
感
じ
ら
れ
る

と
い
う
評
価
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
水
分
が
少
な
い
こ
と
か
ら
漬
物
に

向
い
て
お
り
、
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は

収
穫
し
た
ナ
ス
の
約
９
割
を
「
花
ず

し
」
に
加
工
し
、
道
の
駅
十
文
字
や
同

市
の
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ル
ラ
ッ
キ
ー
、
イ

オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
横
手
南
店
な

ど
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
生
の
状
態
で
市
場
に
出
回
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
新
処
な
す
は
、
地
区
内

の
各
家
庭
で
主
に
炒
め
物
や
み
そ
汁
の

具
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
前
年
に
自
家
採
取
し
た
種
を
３
月
下

旬
に
播
き
、
ハ
ウ
ス
内
で
の
育
苗
、
接

ぎ
木
等
の
作
業
を
経
て
６
月
初
め
こ
ろ

写真左から
黒澤アヤ子さん（78）、黒澤弘子 会長（80）、佐藤米子さん（81）、佐藤フサ子さん（72）

新
あら

処
ところ

なす
Vol.1
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に
定
植
。
収
穫
は
７
月
下
旬
か
ら
10
月

下
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

　
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ナ
ス
の
ほ

か
、
キ
ク
と
ト
ウ
ガ
ラ
シ
も
栽
培
し
、

花
ず
し
に
必
要
な
材
料
を
揃
え
ま
す
。

各
家
庭
で
少
し
ず
つ
作
り
方
や
味
付
け

が
異
な
り
、
お
互
い
内
緒
な
の
だ
と
い

い
ま
す
。

　
９
月
頃
か
ら
下
漬
け
を
始
め
、
10
月

に
本
漬
け
を
し
て
、
１
カ
月
ほ
ど
た
っ

た
11
月
か
ら
花
ず
し
を
出
荷
し
ま
す
。

　
作
り
始
め
て
30
年
以
上
経
つ
黒
澤
会

長
は
「
雑
草
や
雨
な
ど
、
気
を
遣
う
こ

と
は
多
い
。
天
候
は
毎
年
違
う
か
ら
毎

年
勉
強
だ
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
栽
培
も
そ
う
だ
け
ど
、
漬
物
に
異

物
が
入
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い

る
」
と
話
す
の
は
佐
藤
米
子
さ
ん
。

　
個
人
販
売
の
み
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
黒
澤
ア
ヤ
子
さ
ん
は
「
お
い
し
い
ね

と
言
わ
れ
て
口
コ
ミ
で
お
客
さ
ん
が
増

え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

　
地
元
小
学
校
の
伝
統
野
菜
学
習
を
受

け
入
れ
た
と
い
う
佐
藤
フ
サ
子
さ
ん
は

「
子
供
達
が
興
味
を
持
っ
て
次
々
と
質

問
し
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
。
若
い
人
が
興
味
や
関
心
を
持
っ
て

く
れ
る
こ
と
が
、
新
処
な
す
を
次
の
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
大
切
な
こ

と
だ
と
感
じ
た
。
そ
の
た
め
に
も
こ
れ

か
ら
も
作
り
続
け
た
い
」
と
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　保存会の皆さんのナス作りは、地
域の食文化を守ることに繋がってい
ると思います。
　作付けできる地域が限られますし、
会員の人数や年齢のこともあり、存
続していくのは大変なことだと思い
ますが、とてもおいしいナスなので
作り続けてほしいです。
　伝統野菜の種を絶やさないために、
私たちができることは、調理して食
べ続けることだという考えから、７
月下旬から９月頃まで、保存会さん
の新処なすをお惣菜にして提供して
います。
　新処なすは揚げても油を吸いすぎ
ず、火を通して柔らかくなっても形
がしっかり残り、おいしいですよ。

デリカテッセン＆カフェテリア 紅玉

髙橋　  紅
くれない

 さん

新処なすの花ずしは大きさと噛み応えが特徴。11月頃から道の駅十文字や横手市内のスーパー
の店頭に並ぶ。

新処なすを使った「中華風揚げなす」

デリカテッセン＆カフェテリア 紅玉
住所：横手市十文字町梨木字沖野66－1
電話：0182－42－5770
営業時間
　◆お惣菜・店頭販売
　　営業時間　11：00〜18：00

　◆宅配弁当・オードブル
　　受　　付 　 9：00〜19：00
　　宅配時間　11：00〜18：00

　◆２階カフェテリアの営業
　　ラストオーダー　　　15：00
　　※毎週金曜日定休

つながる
輪
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▶︎所在地
　北秋田市米内沢字長野岱102－25

▶︎電話番号　0186－84－8316

▶︎ＨＰ　https://shirakami-farmers.jp/

▶︎住所
　秋田市下北手宝川字潤ヶ崎147

▶︎電話番号　018－838－3014

　
約
１
０
０
０
万
年
前
の
海
底
火
山
の

火
山
灰
が
凝
固
し
た
岩
石
で
、
微
生
物

の
増
殖
に
必
要
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含

む
十
和
田
石
（
緑
石
凝
灰
岩
）
。
北
秋

田
市
の
株
式
会
社
し
ら
か
み
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
（
小
林
郷
司
代
表
取
締
役
＝
社

員
９
人
）
で
は
、
十
和
田
石
の
石
粉
と

堆
肥
を
施
し
た
圃
場
15
㌶
で
ニ
ン
ニ
ク

を
栽
培
し
、
加
工
、
販
売
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
地
元
の
建
設
業
者
３
社
が
耕
作
放
棄

地
を
蘇
ら
せ
、
地
域
を
活
性
化
し
よ
う

と
９
年
前
に
設
立
さ
れ
た
同
社
。
地
域

の
資
源
を
活
か
し
た
土
壌
改
良
に
加

え
、
病
害
予
察
を
徹
底
し
た
減
農
薬
栽

培
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
後
の
ニ
ン
ニ
ク
は
乾
燥
作
業
を

経
て
、
自
社
製
の
保
温
庫
で
40
日
間
か

け
て
熟
成
さ
れ
、
「
白
神
フ
ル
ー
ツ
黒

に
ん
に
く
」と
し
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
同
社
の
金
信
人
営
農
部
長
は
、
「
今

後
は
ニ
ン
ニ
ク
作
り
の
仲
間
を
増
や

し
、
地
域
の
生
産
者
と
手
を
組
ん
で
産

　

秋
田
市
下
北
手
で
餅
製
品
の
加
工

を
行
っ
て
い
る
「
宝
川
み
さ
こ
餅
会

（
木
山
美
佐
子
代
表
＝
会
員
11
人
）」

で
は
、
夏
場
の
売
上
げ
減
少
を
補
う
た

め
、
軽
い
口
当
た
り
が
特
徴
の
「
ノ
ン

フ
ラ
イ
あ
ら
れ
」
を
製
造
し
、
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
消
費
者
の
好
み
を
調
査
し
、
試
作
を

繰
り
返
し
た
木
山
代
表
。
冬
の
商
品
で

あ
る
干
し
餅
を
改
良
し
、
夏
は
カ
ボ

チ
ャ
や
ヨ
モ
ギ
な
ど
旬
の
野
菜
を
使
用

す
る
な
ど
、
無
添
加
に
こ
だ
わ
り
、

糖
分
や
塩
分
も
控
え
め
に
仕
上
げ
ま

し
た
。
天
日
干
し
す
る
こ
と
で
「
パ

リ
ッ
」
と
し
た
口
当
た
り
に
な
り
、
自

然
由
来
の
味
付
け
が
何
度
も
手
が
出
る

美
味
し
さ
に
つ
な
が
っ
た
と
い
い
ま

す
。

　
現
在
、
年
間
８
種
類
を
市
内
の
ス
ー

パ
ー
10
店
舗
で
販
売
す
る
同
会
で
す

が
、
「
加
工
所
を
始
め
た
こ
ろ
店
内
で

お
客
さ
ん
か
ら
商
品
の
陳
列
を
手
伝
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
く

地
化
を
確
立
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
す
。

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
振
り

返
る
木
山
代
表
。
「
消
費
者
か
ら
は
常

に
新
し
い
物
を
求
め
ら
れ
る
が
、
基
本

で
あ
る
食
の
安
全
・
安
心
を
常
に
心
が

け
、
会
員
み
ん
な
で
考
え
力
を
合
わ
せ

良
い
商
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

㈱しらかみファーマーズ

宝川みさこ餅会

十和田石粉でニンニク作り

夏場の売り上げ維持にひと工夫

北秋田市

秋田市

ニンニクの保温庫は地元の鉄工所、電気工事
業者、冷蔵庫取扱業者と共同で作成

左から、「よもぎ」、「かぼちゃ」、「古代紫米」、「紫芋」、「夕や
けもち」（１袋 118円（税込み））。秋田市内のスーパーいとく、
グランマート、なかいちで購入できます。

「白神フルーツ黒にんにく」
詳しくはP19をご覧ください

十和田石は苦土石灰よりも割高だが、効果が
長続きすると話す金営農部長

気軽に商品を手に取って
ほしいと話す木山代表

読者プレゼント
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▶︎所在地　大仙市豊岡字二本木51

▶︎電話番号　0187－57－2983

▶︎ＨＰ   https://naturalfarmsakamoto.
jimdo.com/

▶︎問い合わせ先
　フレッシュグリーン（由利本荘市荒町
　字真城79－1、☎0184－74－5505）

▶︎ 重兵衛のオンラインショップ
　https://jube.buyshop.jp/

　
大
仙
市
豊
岡
の
株
式
会
社
ナ
チ
ュ
ラ

ル
フ
ァ
ー
ム
サ
カ
モ
ト
（
坂
本
高
利
代

表
取
締
役
＝
社
員
６
人
）
で
は
、
炭
と

水
に
こ
だ
わ
っ
て
栽
培
し
た
ヨ
モ
ギ
の

加
工
と
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
法
人
化
前
か
ら
力
を
入
れ
て
い
る
ヨ

モ
ギ
は
、
農
薬
を
使
わ
ず
に
栽
培
。

「
畑
に
活
性
炭
を
蒔
く
こ
と
で
団
粒
構

造
が
で
き
て
根
が
張
り
や
す
く
な
り
、

養
分
を
吸
収
し
や
す
く
な
る
。
イ
オ
ン

水
を
散
布
す
る
こ
と
で
苦
み
が
少
な
く

な
る
」
と
坂
本
代
表
は
話
し
ま
す
。

　
５
月
中
旬
に
手
摘
み
し
た
若
い
芽
だ

け
を
木
炭
の
上
澄
み
液
で
ゆ
で
て
乾
燥

さ
せ
、
石
鹸
、
入
浴
剤
、
飲
食
用
と
し

て
加
工
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

「
人
の
口
に
入
る
も
の
だ
か
ら
安

心
、
安
全
、
健
康
を
意
識
し
て
い
る
。

今
後
は
地
域
の
担
い
手
と
し
て
規
模
拡

大
に
取
り
組
み
た
い
」
と
坂
本
代
表
は

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
由
利
本
荘
市
に
あ
る
株
式
会
社
重
兵

衛
（
池
田
壮
亮
代
表
＝
従
業
員
４
人
）

で
は
、
自
社
で
栽
培
す
る
高
糖
度
ト
マ

ト
「
重
兵
衛
ト
マ
ト
」
を
１
０
０
％
使

用
し
た
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
同
社
は
平
成
23
年
に
設
立
し
た
農
業

法
人
で
、
ハ
ウ
ス
内
で
特
殊
な
不
織
布

と
肥
料
を
駆
使
し
た
低
段
密
植
栽
培
を

行
う
「
ト
マ
ト
ロ
ー
ゼ
水
耕
栽
培
シ
ス

テ
ム
」
を
用
い
た
ト
マ
ト
栽
培
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
品
種
は
「
桃
太
郎
ヨ
ー
ク
」
。
栽
培

途
中
か
ら
、
養
液
中
に
塩
分
を
段
階
的

に
加
え
、
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
こ
と

で
、
糖
度
が
８
度
以
上
あ
る
濃
厚
な
味

わ
い
が
特
徴
の
「
重
兵
衛
ト
マ
ト
」
に

な
り
ま
す
。
傷
果
な
ど
の
規
格
外
品
を

有
効
活
用
す
る
た
め
ジ
ュ
ー
ス
を
開

発
。
製
造
は
外
部
に
委
託
し
、
ト
マ
ト

の
生
産
と
販
売
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

　
「
ジ
ュ
ー
ス
に
す
る
こ
と
で
、
糖
度

　
ヨ
モ
ギ
商
品
は
、
秋
田
空
港
内
売
店

や
道
の
駅
な
か
せ
ん
等
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
商
品
に
関
す
る
情
報
は
Ｈ
Ｐ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

は
さ
ら
に
増
し
、
11
度
以
上
と
な
っ
て

い
る
」
と
話
す
の
は
、
料
理
人
の
経
歴

を
持
ち
、
ト
マ
ト
栽
培
を
統
括
す
る
藤

井
勉
農
場
長
。
「
と
て
も
濃
厚
で
、
甘

み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
な
の
で
、
塩
を
加
え
る
だ
け

で
料
理
の
ソ
ー
ス
と
し
て
も
使
う
こ
と

が
で
き
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
系
列
店
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
グ
リ
ー
ン
や

グ
ラ
ン
マ
ー
ト
、
西
武
百
貨
店
で
の
販

売
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で

も
購
入
で
き
ま
す
。

㈱ナチュラルファームサカモト

㈱重兵衛

炭と水にこだわりヨモギを加工

「重兵衛トマト」のジュースを販売

大仙市

由利本荘市

粉末ヨモギを使ったレシピをHPで公開しています

160ml瓶 480円、500ml瓶1,500円
（共に税込み・フレッシュグリーン価格）

ヨモギ商品を手にする坂本代表

重兵衛トマトのジュースを
薦める藤井農場長

17



ご意見・ご要望はこちらへ
nosaiakita

　@nosaiakita.or.jp

お知らせ
からの

た
方
で
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴

（
令
和
３
年
３
月
卒
業
見
込
み

を
含
む
）
を
有
す
る
方

②
普
通
自
動
車
免
許
取
得
（
予
定
）
者

◆
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
類
を
郵
送
ま
た
は
持

参
。
様
式
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田
」
で
検

索
）
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、
本
所
・
各
支
所
で
も
受
け
取

り
可
能
で
す
。

◆
申
込
期
間

　
令
和
２
年
10
月
２
日
（
金
）
か

ら
令
和
２
年
10
月
12
日
（
月
）
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
日
を
除
く
）

※�

郵
送
の
場
合
は
10
月
12
日
の
消

印
有
効

◆
試
験
日

　
一
次
試
験

　
　
令
和
２
年
10
月
23
日
（
金
）

　
二
次
試
験

　
　
令
和
２
年
11
月
中
旬

◆
試
験
会
場

　
秋
田
県
農
業
共
済
会
館

（
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50
号
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
本
所　
総
務
部　
総
務
課

　
☎︎
０
１
８

－

８
８
４

－

５
２
２
２

稼
働
前
に
農
機
具
共
済
に
ご
加
入
を

　
ま
も
な
く
秋
の
収
穫
時
期
を
迎

え
ま
す
。
農
機
具
の
事
前
点
検
と

共
済
加
入
で
安
心
し
て
作
業
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
加
入
済
み
の
農
機
具
を
買
い
替

え
た
場
合
は
、
型
式
変
更
の
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
機
具
の
事
故
報
告
は
お
早
め
に

　
共
済
金
請
求
の
際
は
、
損
害
部

品
等
の
写
真
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
部
品
等
を
廃
棄
し
た
後
で
は
損

害
を
認
定
で
き
ず
、
共
済
金
を
お

支
払
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
故

発
生
後
は
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

畜
舎
消
毒
用
煙
霧
機
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
組
合
で
は
、
伝
染
性
疾
病
の
発

生
予
防
と
病
傷
事
故
低
減
の
た

め
、
家
畜
共
済
加
入
者
を
対
象
に

畜
舎
消
毒
用
煙
霧
機
を
無
料
で
貸

し
出
し
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
場
合
は
お
近
く
の

支
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

中
央
部
家
畜
診
療
所
を
移
転
し
ま
し
た

　
住
所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

す
。

〒
０
１
５

－

０
０
１
２

由
利
本
荘
市
石
脇
字
田
尻
28

－

71

電　
話　
０
１
８
４

－

２
８

－

６
５
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
１
８
４

－

２
８

－

６
５
０
１

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
組
合
で
は
、
令
和
３
年
４
月
１

日
採
用
予
定
の
「
一
般
職
」
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
業
務
内
容

　

農
業
保
険
法
に
基
づ
く
業
務

（
事
務
、
現
地
調
査
、
損
害
評
価

や
保
険
の
推
進
な
ど
）

◆
採
用
予
定
人
数　
５
名

◆
勤
務
地
（
事
務
所
）

　

秋
田
県
農
業
共
済
組
合　

本

所
・
各
支
所
（
秋
田
市
・
鹿
角

市
・
能
代
市
・
由
利
本
荘
市
・
大

仙
市
・
横
手
市
・
湯
沢
市
）
※
出

身
地
を
考
慮
し
て
決
定

◆
受
験
資
格

①�

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

北秋田山本支所 TEL 0185-54-5540
仙 北 支 所 TEL 0187-63-1066

北 鹿 支 所 TEL 0186-23-7401
由 利 支 所 TEL 0184-24-3301
雄 勝 支 所 TEL 0183-73-7131

本 　 　 所 TEL 018-884-5222
中 央 支 所 TEL 018-865-1701
横手市支所 TEL 0182-32-4150

NOSAIへのお問い合わせは

新品価格までの満額加入をおすすめします

ジェット煙霧機「プルスフォ
グ」をご利用ください
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鹿角市花輪の

児玉　謙
けん

心
しん

 くん（３）　　
（竜平さん、美智子さん長男）

今回の写真に
ご協力いただいたのは、

①クイズの答え
②9月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望等（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50合
組
済
共
業
農
県
田
秋

課
行

報
広
画
企

63

【応募締切】令和2年9月14日（月） 消印有効
当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

　市内の介護施設で働いて４年に
なります。仕事は夜勤もあって大
変ですが、良い先輩達に恵まれ、
毎日楽しく仕事ができています。
　休日は、友達とカラオケに行く
事がマイブームだったのですが、
今は新型コロナウイルスの影響で
自粛しています。最近は自宅にカ
ラオケルームを作ろうかなと真剣
に考えています。
　日々の介護の仕事を頑張りなが
ら、将来はケアマネージャーの資
格をとりたいと思っています。

　収入保険の保険料は、補償の下限を７
割に設定すると最大で何割安くなるで
しょうか（P8参照）。正解者の中から
抽選で10名様にP16で紹介した㈱しら
かみファーマーズの「白神フルーツ黒に
んにく」１袋をプレゼントします。

将来はケアマネジャーに

中川　千晶 さん（24）
～ 湯沢市 ～

　スナップエンドウの種まきやトマ
トの収穫など、祖父の廣進さんのお
手伝いをするのが大好きです。
　終始笑顔で撮影に応じてくれまし
た。

　
組
合
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
へ

の
ご
応
募
と
一
緒
に
、
皆
さ
ま
か
ら
の

お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
便
り
は
、
ク

イ
ズ
の
正
解
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
当
選
に

関
わ
ら
ず
、
全
部
ま
た
は
一
部
を
次
号

に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
掲
載
は
、
市
町
村
と
苗
字
ま
で
と
し

ま
す
が
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
掲
載
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
そ
の
旨
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

プ レ ゼ ン ト ク イ ズ

表 紙 の 紹 介キ
ラ
キ
ラ
こ
ま
ち
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◆
発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
◆
電
話
／
018－884－5222
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旬の夏野菜と新処なすの南蛮漬け旬の夏野菜と新処なすの南蛮漬け

材料 つくり方

新処なすの緻密でしっかりとした果肉の食感を味わうことができます。
この時期採れる夏野菜をたっぷり使って、甘さを控えた南蛮漬けでさっ
ぱりとしたおかずの一品に。

新処なす２個、アスパラ３本、
ズッキーニ１本、ししとう５本、
トマト１個、サラダ油 150ml

合わせ酢
　水 200ml、酢 150ml、
　砂糖 25g、みりん 15g、
　醤油 20g、塩 15g、
　刻んだタカノツメ１本

① 合わせ酢の分量を合わせておく。
②  新処なすのほか夏野菜を一口大に切る。新処

なすは皮に切れ目を入れておくと歯切れがよ
い。

③  フライパンにたっぷりのサラダ油をひいて、よ
く熱してから野菜を「揚げ焼き」にする。

④  表面に焦げ目がつく40秒程度で焼き上げ
る。熱々のまま合わせ酢に漬ける。

⑤  熱いまま盛り付けても外はパリッと、中はしっ
とりしておいしいが、冷蔵庫で一晩寝かせた
ものも味が染みて、これもまたおいしい。

隠家あわい
店主　冨岡 　誠 さん

新処なす
　横手市十文字町新処地区
で栽培される「あきた伝統
野菜」。巾着型で、水分が
少なく、実が堅く、皮が薄
いため漬物に向いています。
　一般的な丸ナスに比べて、
渋みやえぐみが少なく、う
まみが感じられると言われ
ています。

　伝統野菜や旬の食材を使っ
た料理を提供する小料理店
「隠家あわい」店主。「あき
た郷土作物研究会」会員。

〒010–0967
秋田市高陽幸町５–15
☎018–823–3251
営業時間　17：30〜22：30
　　　　　※昼は要予約
定 休 日　日曜日

至土崎

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿灯大通り

いとく新国道店●

ミロックス新国道店●

●秋田中央郵便局

●

●隠家あわい

監
修

をおいしく
あきたの

そ
の
壱
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